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プ
ア
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に
於
け
る
ピ

コ

(d
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P
i
co
auf
d
er
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se
t
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eneri鞄
a
)'
及
び
多
数
の
火

山
-

完

き
川
脈
中
よ
-
も
孤
立
し
た
山
は
於

い
て
よ

節

二
批

三
六

四
八

-
遭
遇
す
る
-

ほ
見
ら
れ
る
如
-
で
あ
る
｡
然
し
火

山
は
そ
の
下
部
は
､
海
底
に
あ
い
て
rT,
へ
段
々
破
裂
す

る
洗

い
火
道
を
も
っ
て
ゐ
る
｣
と
O

(
未
完
)

･･J
ゼ.
･-

御
勅
使
川
扇
状
地
及
其
の
近
傍
の
衆
落

(
二
)

ノ

手

4
､
寺

院

考

俳
数
の
俸
淡
が
p
正
史
の
教
壇
と
殆
ど
期
を
同
ふ
し

で
居
て
､
高
級
を
新
文
化
を
随
伴
し
て
兼
ね
の
で
衆
路

の
研
究
と
沸
教
と
は
密
接
を
陶
係
が
あ
る
｡

外
面
的
に
は
利
敵
が
繁
藤
の
勝
景
の
地
を
多
分
に
占

用
し
て
居
-
､
内
容
的
に
は
p
帥
な
が
ら
の
鑑
が
絶
封

的
ほ
尊
信
せ
ら
れ
て
居
た
古
代
､
fJ
の
醐
融
の
城
内
に

進
出
す
る
こ
と
は
非
常
の
苦
心
lこ
相
違
な

い
｡
沸
教
の

最
初
の
肝
尼
は
蹄
化
人
で
あ
っ
た
｡
蘇
我
氏
は
種
々
考

察
し
て
み
ね
が
.
大
陸
人
と
洗

い
因
縁
が
存
し
て
居
る

様
に
恩
は
れ
る
､
こ
れ
は
剖
愛
し
て
他
日
は
試
る
轟
と

し
､
刺
域
の
浸
蝕
の
良
怯
と
し
y
･本
地
垂
逃
散
は
生
れ

た
｡
か
-
し
て
正
史
時
代
の
殆
ど
全
部
は
乙
の
醐
体
温

渚
の
時
代
で
あ
る
｡

平
安
､
鎌
倉
の
時
代
か
ら
'
明
治
初
年
に
至
る
ま
で

帥
配
と
傭
闇
は
不
離
の
輔
係
に
あ
っ
た
｡
加
水
'
寄
蔵

稲
荷
'
槽
現
､
酬
宮
守
'
官
尊
､
別
督
寺
､
等
々
､
最

後
は
鳥
居
の
有
無
が
差
別
の
妥
素
の
如
-
な
み
､
軟
鑑

豊
川
相
荷
の
大
鳥
居
の
建
設
が
問
題
に
さ
れ

て居
る
が

紳
備
分
離
は

一
た
い
何
の
役
に
立
っ
た
の
で

あら
う
｡



薯
族
主
義
都
市
中
心
の
､
政
治
に
摘
心
を
79
つ
外
衆

の
奈
良
六
宗
は
､
行
基
の
入
峡
に
よ
-
､
八
m
山
長
谷

等
及
び
法
聾
寺
に
怯
相
宗
を
開
い
ね
が
'
他
は
残
存
の

却
賓
が
な
-
不
明
で
あ
る
が
､
西
方
轟
地
上
に
は
rJ
の

開
基
も
あ
つ
ね
と
胤
は
れ
る
｡

次
で
'
宗
教
の
政
治
化
を
垂

へ
俗
臭
を
避
け
て
山
岳

に
櫨
つ
ね
天
台
､
畢
吉
の
世
界
と
な
-
､
替
地
に
は
塞

源
の
布
教
が
あ
わ
'

一
時
畢
言
重
囲
を
展
開
し
た
｡
暴

言
の
有
刺
が
相
方
山
地
に
あ
っ
た
の
は
山
岳
沸
教
の
故

で
あ
る
｡

礎
を
-
地
方
民
政
の
省
ら
れ
な
い
平
安
時
代
と
な
み

洪
水
'
盗
賊
等
の
故
屈
か
ら
小
寺
院
は
経
路
的
の
行
詩

と
な
み
P
大
寺
院
は
将
兵
を
菱

ひ
'
荘
園
の
閑
散
に
努

め
､
折
し
も
勃
興
し
聖
餐
族
武
家
と
提
携
し
て
法
善
寺

長
遠
寺
の
正
利
を
生
む
に
至
っ
た
｡

fJ
の
時
中
央
鎌
倉
は
質
賓
剛
健
の
櫛
の
大
流
行
と
な

-
'
秋
山
光
朝
が

1
時
平
家
と
練
組
し
た
外
は
.
大
方

そ
の
治
下
に
あ
っ
尭
の
で
.
武
家
価
敦
の
督
洞
､
臨
画

の
二
宗
の
盛
大
を
み
.
八
幡
醐
配
と
倉
鱒
し
て
本
地
方

御
勅
使
州
扇
状
地
及
其
の
近
傍
の
雅
搭

を
風
塵
し
允
｡

畢
百
㌧
天
台
に
報
を
敬
し
て
rJ
れ
ほ
､
道
教
.
榊
道

等
の
内
容
を
加
味
し
カ
修
脇
道

1
名
修
勝
宗
も
地
方
人

ヱ
ヌ

チ
ヅ
ヌ

の
敦
化
方
面
の
掌
を
な
し
た
｡
そ
の
源
は
役

の
小

角

で

あ
る
'
数
野
が
な
く

粍
山
愉
悦
を
政
渉
し
修
業
す
る

の
で
rJ
れ
を
山
伏
'
修
勝
者
'
客
何
と
い
っ
た
｡
鰭
歯

の
修
養
は
よ
る
乙
と
が
閥
と

一
致
し
て
居
る
の
で
武
家

に
尊
信
せ
ら
れ
充
棟
で
あ
る
｡
往
古
は
地
方
の
豪
族
が

多
-
'
中
央
京
都
と
交
通
し
次
の
で
'
落
人
'
和
落
胤

静
等
､
歴
史
時
代
種
々
の
物
語
を
助
成
し
た
と
い
ふ
｡

二
派
に
分
れ
.
本
山
派
の
夷
育
修
験
は
熊
野
は
修
業

し
､
皆
川
派
は
畢
吉
修
瀞
で
大
峯
を
道
場
と
し
た
｡
上

位
の
者
は
槽
大
伊
都
位
で
､
従
五
位
下
､
小
納
言
に
概
皆

し
､
殿
上
人
で
'
皆
主
の
代
る
毎
隻
兄
都
に
上
菅
し
'

兵
郵
卿
p
.治
部
卿
等
の
潜
名
の
あ
る
立
派
夜
節
分
を
79

ら
つ
ね
｡
TJ
の
鮮
令
は
七
五
寸
に
二
尺
位
の
黒
塗
'
菊

渦
紋
散
ら
し
の
箱
に
入
力
､
紫
細
の
丸
紅
で
轄
ん
空
衆

勢
を
容
器
に
入
っ
て
ゐ
カ
｡

紙
は
木
馬
の
子
他
紙
に
包
ま
れ
､
正
面
に
補
任
柿
大

71
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懲

肝
和
之
蔀
と
あ
る
｡

謄
史
時
代
の
甲
斐
の

一
人
者
､
信

玄
す
ら

従
五
位
上

で
あ
っ
允
の
ガ
｡
明
治

は
な
-
敬

班
､

1
定
の
檀
家
の
な
い
班
由
で
巌
止
さ
れ
'
麗
鋳
的

の
行
憾
み
と
な
-1
'
生
活
の
資
源
在
-
'
蛙
硯
さ
れ
光

も
の
も
あ
っ
充
棟
で
束
の
童
で
あ
る
.

鎌
倉
時
代
の
中
期
､
民
衆
沸
教
の
､
坪
士
､
異
.
且
塑

時
宗
等
の
教
生
を
見
'
皆
地
方
は
.
日
蓮
宗
本
山
身
延

山
の
勢
力
圏
内
で
あ
る
故
.
前
述
の
微
弱
を
古
寺
院
は

殆
ど
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
｡
又
新
教
静
に
は
､
曹
洞
宗

と
共
に
槙
々
設
置
せ
ら
れ
た
｡
且
沌
宗
の
寺
院
は
巷
間

に
立
地
し
て
居
る
が
'
こ
れ
は
動
的
の
宗
教
lこ
し
て
､

大
衆
的
で
民
家
と
接
近
し
た
為
と
､
又
好
地
は
有
配
寺

に
占
有
せ
ら
れ
允
為
と
79
恩
は
れ
る
.

か
ぐ
し

てiE
連
環
は
'
足
利
､
徳
川
時
代
と
商
工
人

の
経
済
的
畿
展
に
依
る
助
カ
ーこ
一
層
の
敬
展
を
み
本
地

方
に
於
で
は
静
的
の
曹
洞
宗
と
共
に
二
大
勢
力
と
な
つ

で
ゐ
る
○

下
っ

て基
督
数
の
進
出
も
あ
っ
た
が
奇
数
の
勢
力
に

如
何
と

も覆
し
難
-
殆
ど
､
存
在
は
な

い
疎
で
あ
る
｡

妨
二
班

三八

五

〇

●

●

■

怯
尊
寺
､
静
地
方
妨

一
の
直
利
で
､
史
的
考
察
の
主

綱
で
あ
る
｡
中
城
天
畠
大
同

元
年
沙
服
刺
蔭
の
創
設
で

あ
る
と

い
ふ
が
'
常
時
既
托
塞
源
は
入
映
し
て
盾
か
､

天
台
畢
古
の
勢
力
時
代
は
な
つ
光
潜
時
､
法
新
京
の
閏

基
は
食
掛
的
で
な

い
｡
悲
ら
-
長
谷
寺
と
同
様
'
行
基

に
よ
る
も
の
と
心

へ
る
｡
怯
利
宗
は
奈
良
六
采
の

一
で

薯
族
問
'
都
市
又
は
そ
の
附
近
に
建
立
さ
れ
ね
の
で
あ

る
か
ら
､常
時
の
武
田
郷
の
醐
山
村
､
及
上
八
m
蓮
は
本

地
域
の
中
心
変
静
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
｡
弘
仁
三
年

寺
将
帥
徳
､京
に
上
り
'
山
城
の
高
雅
川
で
弘
激
大
師
の

猷
頂
を
う
け
'
同
十
三
年
大
師
が
甲
斐

へ
致
化
の
際
暴

言
宗
に
轄
じ
カ
｡
武
田
八
幡
を
宇
佐
か
ら
勧
進
と
黄
に
､

乙
の
別
骨
等
と
な
っ
た
｡
平
安
の
末
期
も
加
々
美
遠
光

が
本
地
域

へ
進
出
と
北
ハほ
'
そ
の
荘
宅
'
中
野
の
東
北

は
潜
る
山
寺
瑞
光
山
に
移
噛
し
た
.
そ
の
時
武
肘
八
幡

も
随
伴
し
た
と
瓜
は
れ
る
が
'
多
分
こ
れ
は
上
宮
地
の

八
幡
が
そ
れ
と
思
は
れ
る
｡
し
か
し
こ
れ
に
は
小
笠
原

遺
構
の
勧
進
の
征
討
が
あ
る
と

い
ふ
が
､
も

一
つ
､
下

宮
地
に
山
寺
で
氏
碑
と
し
て
立
派
を
も
の
が
あ
る
t
を



の
何
れ
か
5J
そ
れ
と
息
は
れ
る
｡
瑞
光
山
の
光
は
遠
光

の
光
で
あ
る

｡
山
寺
の
衆
蕗
は
rJ
の
暗
幕
首
班
と
し
て

随
行
し
そ
の
門
前
に
居
住
し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡
山
寺

の
内
藤
姓
の
も
の
は
明
治
初
年
ま
で
暴
言
宗
で
､
能
書

寺
の
檀
家
で
あ
っ
た
｡

馴
鹿
山
賀
珠
寺
は
を
の
皆
時
の
末
寺
で
蛇
沙
門
天
は

を
の
時
代
の
名
残
と
皿
は
れ
る
O
行
基
の
開
基
と
も
い

ふ
が
､
港
善
寺
の
開
基
と
混
同
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ

ぬ
研
究
の
飴
地
が
あ
る
｡

次
で
加
々
美
遮
光
の
加
々
美
別
荘
の
水
田
麗
紫
と
在

-
'
長
子
制
の
崩
壊
か
ら
'
太
郎
光
朝
は
秋
山
に
次
郎

長
満
場
小
笠
原
に
二

二
郎
光
行
は
南
部
に
分
封
し
た
結

果
'
乙
の
地
域
は
小
笠
原
基
晴
の
荘
宅
と
な
つ
カ
｡
乙

の
時
代
に
細
部
細
砕
の
帥
域
と
t
rJ
の
別
常
寺
も
あ
つ

た
と
恩
は
れ
る
が
､
法
善
寺
.
武
m
八
幡
､
加
々
美
邸
､

小
笠
原
邸
等
と
混
同
さ
れ
て
､
色
々
に
鍵
化
ruれ
て
居

る
と
瓜
は
れ
る
｡
御
所
の
胸
底
'
寺
前
.
的
場
､
賛
倦

簡
保
等
々
､
種
々
の
俸
説
は
あ
る
が
確
言
す
る
に
は
祁

骨
の
日
数
が
必
寮
で
あ
る
.

御
物
位
川
扇
状
地
政
北
ハ
の
正
位

の
末
路

潜
時
は
兵
幾

一
致
の
時
代
で
遮
光
も
武
家
で
あ
る
と

典
に
官
姓
で
あ
る
｡
荘
園
の
開
磯
に
努

め
て
な
結
果
'

水
位
の
低
下
し
た
湖
･:LS
､
加
々
美
の
芝
原
を
水
田
と
覆

し
､
別
荘
宅
を
現
､
法
善
事
は
定
め
た
｡
rJ
の
時
の
プ

ラ
ン
は
､
誌
荘
寺
と
し
て
'
生
門
に
､
遮
光
山
､
最
遠

寺
を
定
め
た
｡
遠
光
の
二
字
を
二
一分
し
て
出
艶
は
光
を

●

寺
淡
に
遠
を
配
し
恵
が
長
-
と
命
名
し
た
心
境
が
私
ば

れ
る
｡
長
遠
寺
は
今
は
日
蓮
宗
で
あ
る
が
､
も
と
興
宮

で
あ
っ
た
し
､
あ
れ
程
の
大
規
模
な
寺
院
は

一
般
の
民

衆
に
は
出
来
兼
ね
る
｡
長
遠
寺
は
鋸
中
櫨
の
附
地
及
宅

地
を
戯
-
有
し
て
ゐ
る
｡
寺
部
は
そ
れ
に
附
随
す
る
寺

百
姓
で
､
中
櫨
は
長
遠
寺
の
門
前
袈
蕗
で
あ
る
｡
教
生

の
最
初
は
宿
組
と
恩
は
れ
る
｡
即
ち
.
寺
院
の
繁
粂
発

と
し
て
､
寺
内
の
門
前
に
宅
地
を
輿

へ
-､
商
弘
を
な
さ

し
め

､商
の
み
で
は
生
活
不
安
で
あ
る
為
'
耕
地
も
典

シ
ユク

へ
た
も
の
で
あ
る
｡
宿

発

酵
の
磯
雄
に
は
'
寺
院
'
醐

乱
が
､
積
極
的
は
足
任
せ
し
め
た
も
の
と
､
浮
浪
者
が

漸
次
定
任
し
た
79
の
と
あ
る
が
､
恐
ら
-
鋸
中
修
は
前

者
で
あ
ら
う
｡
姓
も
宿
場
衆
蕗
の
特
長
と
し

て'
多
種

三

九

五

一



地

球

妨

二
十
七
怨

で
あ
る
｡
市
立
の
あ
っ
た
乙
と
は
､
市
帥
渦
が
現
存
し

i.1リギ

江
戸
時
代
に
は
槽
の
木
が
あ
っ
た
と

い
ふ
'
近
世
ま
で

■
●
■

あ
つ
ね
､
モ
ギ
ソ
の
大
木
が
そ
れ
で
は
な

い
か
と
恩
は

れ
る
｡
宿
迫
･Q
は
市
立
の
あ
っ
た
馬
､
他
の
道
路
よ
-

幾
分
焼
-
な

っ
て
ゐ
る
｡

rJ
の
時
代
に
は
甫
湖
'藤
附
の
祭
蕗
の
敬
珪
は
み
づ
､

藤
田
は
､加
々
美
荘
宅
の
束
に
あ
る
故
､東
口m
と
呼
び
､

南
湖
は
髄
の
潮
で
あ
ら
う
｡
藤
円
は
叉
殿
田
の
地
名
現

存
か
ら
殿
朋
と
も
恩

へ
る
O
加
々
美
附
近
の
地
名
と
し

て
は
､
年
取
､
八
丁
'
餅
田
､
黄
賞
､
兼
小
柳
'
音
頂

減
酉
､
出
ノ
榊
､
塔
中
'
町
屋
､
押
堀
､
鎮
守
､
山
伏

長
塚
'
山
宮
地
'

一
町
nl
t
大
串
､
源
醐
'
尾
上
､
賂

既
､
知
光
等
､
放
資
あ
ら
げ
改
名
が
多
-
西
域
は
肇
小

笠
原
､
東
城
は
釜
簸
川
ま
で
の
新
開
大
荘
園
の
状
態
が

わ
か
る
｡

H

八
川
川
)

加
々
美
遠
光
は

元

暦

元

年
に
赦
し
カ
が
そ
れ
以
前
'

四
子
'
秋
山
光
軸
､
小
笠
原
長
晴
､
南
部
光
行
､
加
々

美
光
経
を
各
々
燭
立
せ
し
め
､
四
男
光
経
に
加
々
美
氏

を
轍
承
せ
し
め
て
'
長
子
刷
崩
壊
の
賓
例
を
ポ
し
て
ゐ

解
二
娩

1

二〇

五
二

る
0遠

光
の
幼
顔
朗
は
､
蕗
各
村
救
出
の
光
朝
の
居
館
附

近
古
､
光
朝
寺
'
現
'
兼
良
寺
で
あ
る
｡
遠
光
堂
に
遠

光
､
光
朝
､.
光
経
の
食
像
が
安
置
さ
れ
p
堂
の
側
は
五
輪

塔
､
浮
間
三
基
現
在
し
､
遠
光
三
父
子
の
嘉
と

い
は
れ
､

附
近
の
小
五
輪
の
塔
は
臣
下
の
も
の
で
あ
る
と

い
ふ
｡

そ
の

一
驚
と
し
て
､
今
翻
乙
の
地
方
に
或
る
歌
謡
は
'

甜
さ
ん

は
犬
で
な
る
'

秋
-E
の

述
光
ち
ゃ
ん
は
地
で
鳴
る
｡

遠
光
が
秋

山

に

住

ま

氾
の

は
､
地
下
で
鳴
る
と

い
ふ

の
は
'
桃
葬
堅
不
し
て
居
る
｡
秋
山
の
鐘
門
に
皆
る
落

合
に
怯
善
寺
が
現
存
す
る
が
'
遠
光
等
の
定
を
護
る
子

孫
の
心
や
少
で
は
カt･6
い
だ
ら
う
か
｡
今
は
日
蓮
宗
で
あ

る
が
､
そ
の
戒
に
息

へ
る
｡

加
々
美
荘
宅
は
四
郎
光
鮭
の
本
居
と
在
っ
て
ゐ
た
が

永
久
二
年
光
経
の
死
を
を
の
子
､
遠
経
悲
し
み
､
現
在

の
地
は
法
事
寺
を
移
し
た
｡

現
法
聾
寺
の
庫
袖
は
文
化
十
五
年
の
建
築
で
あ
る
が

過
去
の
プ
ラ
ン
は
.大
し
て
塵
吏
さ
れ
カ
と
79
み
え
ず
､



鎌
倉
時
代
の
豪
族
居
館
の
有
様
が
温
ば
れ
る
｡
寺
の
所

在
は
敷
地
の
基
準
に
も
過
ぎ
ず
､
過
去
家
族
の
家
政
剛

率
怨
の
場
所
&
.利
用
し
カ
も
の
と
皿

へ
る
｡
御
影
堂
､

二
天
門
､
鋪
桜
等
は
'
北
憧
時
代
嘉
稚
元
年
の
建
立
だ

と

5,
ふ
｡

古
地
閲
に
ょ
っ

て考
察
す
る
ほ
'
荘
宅
と
し
て
の
計

妾
で
あ
る
故
'
北

は竹
木
の
薮
林
を
配
し
､
尭
西
南
に

は
二
十
四
坊
､
(
散
ら
-
過
去
は
二
十
四
略
の
旗
本
と
E
心

は
れ
る
)
に
囲
ま
れ
'
そ
の
中
に
堀
を
作
-
そ
の
内
側

に
は
鎌
倉
初
期
の
土
盛
が
春
し
て
ゐ
る
｡
庫
種
の
酉
'

及
北
に
は
馬
屋
､
長
屋
'
賛
減
､
激
減
､
減
､
矢
場
'

寺
内
に
は
立
札
柿
現
､
四
所
明
刺
､
稲
荷
､
金
比
羅
'

束
猟
官
､
秋
葉
､
三
峯
､
石
倉
'
鎮
守
'
等

々
'
譜
榊

を
祭
っ
て
最
初
の
荘
宅
か
ら
'
寺
院
.
次
に
穂
川
式
の

支
配
下
等
々
へ
歴
史
鍵
達
の
那
然
光
る
姿
を
展
開
し
て

ゐ
る
○

能
書
等
の
鼻
速
を
組
括
す
る
と
次
の
如
-
在
る
｡

1
'
奈
良
時
代
法
州

銃
と
し
て
創
立

武
日
印
塞

2
､
弘
仁
十
三
中
卑
官
に
攻
究

武
川
所
木

3
.
平
淡
末
期
､
溢
光
中
野
横
位
と
北
ハ
に
瑞
光
山
に
路
轍
'
山
寺
桝

御
勅
使
川
扇
状
地
及
北
ハ
の
近
傍
の
米
絡

水

4

､

加

々
基
追
光
'
代
地
に
赴
川
､
税
額
地
に
非
鴫
を
緋
立
'
山
寺

桝
水

5
､
速
光
の
孫
逮
練
も
父
､
机
父
の
雄
を
放
し
'
加
々
英
､
i
=
仲
に

法
侍
等
を
移
す
'
永
久
三
年
｡

普
地
方
の
俳
数
は
初
め
は
重
源
の
教
化
と
､
加
々
美

氏

一
族
の
故
地
の
糊
由
に
よ
わ
'
暴
言
が
全
盛
で
あ
っ

た
｡
下
っ
て
武
家
時
代
中
央
政
府
鎌
倉
の
支
配
下
は
お

る
時
は
､
武
家
に
摘
係
操
Fu
宋
蕗
多
き
故
'
醒
宗
の
大

勢
を
み
カ
が
､
滞
在
-
日
蓮
宗
の
勢
力
圏
内
に
入
-
'

碑
は
背
且･<
ほ
武
家
政
治
の
あ
る
故
容
易
に
改
宗
む
し
在

か
つ
允
が
'
小
峯
言
寺
は

一
光
ま
-1
も
在
-
英
何
日
運

の
旗
下
に
参
じ
カ
｡
現
在
日
蓮
麓

の
有
刺
に
は
も
と
暴

言
の
も
の
多
-
､
山
淡
奇
観
も
､
法
善
寺
､
最
遠
寺
等

の
踊
係
操
さ
も
の
多
数
春
し
.
祭
典
其
他
小
網
に
79
暴

言
と
闘
係
し
て
ゐ
る
も
の
も
洩
布
し
て
屠
る
如
-
で
あ

る
｡
怯
善
事
の
歴
史
は
本
地
方
の
寺
院
の
傾
向
を
物
語

っ
て
ゐ
る
｡

其
他
の
僻
数
天
台
'
浄
土
､
鼻
宗
等
の
勢
力
は
微

々

た
る
7P
の
で
あ
る
｡]

'.

]1

'瓦
.
≡



地

球

妨

二
十
七
番

(こ
二
ハこ

修
嗣
院
､
曹
洞
宗
の
正
利
で
あ
る
｡
文
亀
元
年
の
開

基
と
小
人
故
'
そ
れ
以
前
は
何
宗
で
あ
っ
た
か
不
明
で

あ
る
が
､山
塊
の
大
綱
山
は
､
三
輪
研
和
の
所
在
し
て
居

･J
ワ

た
敷
地
を
占
有
し
た
故
で
'
大
榊
は
'
大
和
の
大

洲

紳

軌
と
同
様
'
晋
で
蔑
む
外
は
､
み
わ
山
又
は
大
み
わ
川

と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
と
恩
は
れ
る
.
三
輪
醐
配
の
別
常

寺
と
み
ら
れ
る
｡

山
寺
の
善
徳
院
は
平
岡
の
寺
平
の
粋
迦
夜
光
の
塔
と

柄
す
る
庭
が
故
地
で
あ
る
と

い
ふ
｡
賛
珠
寺
は
'
比
沙

門
天
を
安
置
し
て
馴
鹿
山
の
山
塊
が
塵
春
L
t
釆
安
年

間
遠
光
､
其
後
長
柄
の
助
力
が
あ
っ
カ
記
録
が
あ
-
､

変
人
の
古

い
形
式
を
布
し
て
ゐ
る
｡

iI
曹
源
寺
は
現
部
落
の
東
北
は
春
し
て
ゐ
た
｡
武
家

が
沸
教
思
想
に
戚
化
n
心
力
乙
と
は
平
安
末
期
か
ら
哉

図

へ
か
け
て
種
々
そ
の
立
憲
を
覆
し
て
居
る
が
､
本
地

方
武
家
創
立
の
寺
院
は
'
武
田
信
光
の
信
光
寺

(
現
株

向
院
)､
秋
川
光
朝
の
北
朝
寺
(
現
光
昌
寺
)､
秋
山
発
足

の
木
霊
寺
､
若
林
妥
女
の
蔑
久
寺
､
遠
藤
倉
見
の
泉
能

寺
'
其
他
､
加
々
美

一
族
の
前
述
の
も
の
等
枚
輿
に
暇

妨

二
継

二
三
二

光
明

が
覆
い
〇

八
関
山
長
谷
寺
は
､
行
基
の
開
基
で
故
朝
憲
の
筈
で

あ
る
が
現
在
異
言
と
在
っ
て
ゐ
る
の
は
明
治
五
年
､
真

言
宗
の
支
配
下
に
淡
相
索
が
在
っ
た
為
と
瓜
は
れ
る
｡

大
城
寺
､
原
七
郷
の
鎮
守
で
､
平
安
時
代
の
天
長
年

問
､
大
水
峯
の
名
'
生
活
LT
氷
ね
の
を
'
固
守
藤
原
貞

雄
が
､
七
種
の
行
商
の
特
許
,<TJ典

へ
ね
烏
鷺
っ
た
も
の

で
あ
る
｡

歴
史
時
代
の
衆
静
の
寺
院
及
修
験
道
の
位
牌
は
多
-

生
門
で
あ
る
兼
北
に
春
す
る
rJ
と
は
改
善
寺
の
明
で
述

べ
た
如
-
で
あ
る
｡

一
部
落
の
鎮
護
と
恩
は
れ
る
｡
兼

分
こ
れ
に
偏
し
て
居
る
も
の
･J
多
-
は
'
宋
渉
が
そ
の

後
に
敬
足
し
カ
も
の
が
多

い
様
で
あ
る
｡

藤
田
寺
の
如
-
来
蕗
の
中
央
に
位
す
る
.
中
央
開
拓

寺
院
も
あ
る
｡

新
田
栄
蕗
は
乙
の
傾
向
が
少
い
｡

l
家
の
墓
所
79
歴
史
時
代
は
そ
の
豪
放
内
の
東
北
又

は
西
北
に
定
め
'
豪
放
榊
も
多
数
は
乙
の
方
向
に
春
し

て
ゐ
る
0
乙
の
外
に
墓
所
は
耕
地
に
も
春
す
る
が
之
等



は
い
づ
れ
も
､
風
光
の
子
孫
に
封
す
る
心
や
-
の
現
れ

で
､
基
地
が
あ
れ
ば
､
宅
地
も
耕
地
も
う
ら

粕
故
そ
の

方
袋
と
み
ら
れ
る
O

叉
寺
院
や
御
社
の
土
地
を
買

ふ
と
､
そ
の
家
で
､
災

厄
に
あ
ふ
と

い
ふ
乙
の
地
方
の
思
想
は
､
御
社
及
沸
寺

が
経
酒
的
に
確
等
す
べ
き

一
手
段
と
し
カ
も
の
か
と
親

は
れ
る
｡

5
'
交
通
路
の
撃
連

交
通
路
の
慶
蓬
と
云
っ
て
も
'
何
時
か
ら
何
時
ま
で

乙
!

を
迫
つ
ね
と
言
以
切
る
の
で
は
な
-
'
個
人
に
よ

っ
て

そ
の
.紐
解
も
異
る
で
あ
ら
う
L
t
交
通
路
は
動
的

で
あ
ら
ゆ
る
自
然
'
人
文
に
左
右
せ
ら
れ
て
絶
え
ず
蓮

-
襲

っ
て
ゐ
る
乙
と
は
､
二
十
年
足
ら
ず
の
我
々
の
貸

地
見
聞
に
よ
っ
て
も
窺
知
出
凍
る
.

銭
道
の
如
き
は
殆
ど
不
鼻
で
'
自
動
車
路
の
如
-
､

通
わ
ね
-
も
通
れ
な

い
も
の
は
比
政
的
憂
蓬
速
度
79
遅

く
夜
ら
う
が
'
徒
歩
や
'
馬
で
あ
る
場
各
は
自
由
で
あ

る
か
ら
'
動
的
状
態
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
｡

間
示
し
た
も
の
は
出
氷
る
だ
け
'
推
敵
は
し
た
が
rJ

御
撤
佐
川
扇
状
地
及
典
の
近
傍
の
雅
蒋

の
意
味
合
で
あ
る
乙
と
を
御
了
乗
願
び
わ
5'0

甲
斐
は
､
東
海
道
､
中
仙
道
共
は
迂
回
の
地
で
､
特

殊
の
地
位
で
あ
る
｡
乙
の
甲
斐
の
中
の
主
要
交
通
路
か

ら
､
又
隔
絶
し
て
居
る
の
が
､
御
勅
使
川
腐
状
地
近
傍

即
ち
儀
互
摩
郡
牌
郡
筋
で
あ
る
｡

甲
州
術
道
は
江
戸
時
代
に
開
磯
さ
れ
'
重
要
を
交
通

鉾
で
あ
っ
た
が
'
政
治
的
債
値
が
大
の
如
-
で
あ
る
｡

甲
斐
の
従
時
の
主
要
交
通
は
次
の
九
筋
で
､
本
地
域
は

そ
の

l
魂
に
す
ら
触
れ
て
居
ら
取
｡

1
'
群

迂
路
(室
酸
河
)

2
､
駿
州
中
道
(
重
駿
河
)

3
'
河
内
路
(
重
駿
河
)

4
､
雁
坂
口
(
重
秩
父
)

LL)
､
萩
原
ロ
(
至
神
林
)

6
､
鎌
倉
梅
迫
(
禿
州
拙
)

7
'
恕
戟
路
(
重
佐
久
)

8
'
逸
見
路
(
更
級
紡
)

9
'
大
門
械
E
(
至
信
淡
)

即
ち
隔
絶

さ
れ
た
'

海
上
の
孤
島
の
如
き
観
が
あ
っ

た
｡
大
山
脈
が
交
通
路
の
障
碍
と
な
る
乙
と
は
､

5'
ふ

攻
で
も
な

い
が
､
徒
歩
､
馬
背
利
用
の
往
昔
は
'
山
脈

よ
-
寧
ろ
河
川
の
方
が
､
よ
-
大
在
る
障
樽
で
あ
っ
た

乙
と
は
､
甲
斐
の
政
治
的
頃
罪
が
'
主
と
し
て
河
川
に

よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
て
居
る
乙
と
が
晋
明
す
る
｡
誠
に

二tl
r
11

五
五



地

球

解

二
十
七
怨

本
邦
河
川
の
如
-
流
路
短
-
'

水
速
が
早

い
､

幼
年

期
､
壮
年
期
の
.%
J谷
に
於
で
は
静
欽
…の
乙
と
～
息
は
れ

る
○富

士
川
の
渓
谷
の
如
-
､
水
上
も
､
沿
岸
の
交
通
は

局
部
的
で
慶
長
の
頃
ま
で
は
乙
の
線
の
利
用
偲
値
は
極

め
て
放
鍋
の
如
-
で
あ
る
｡
我
々
現
代
人
は
土
木
工
事

の
進
歩
し
た
環
境
に
居
る
の
で
'
河
川
と
桁
数
渡
舟
は

附
随
L
tJ
居
る
如
-
考

へ
で
ゐ
る
が
ー
乙
の
設
備
の
覆

い
地
域
の
出
水
の
櫛
の
如
何
は
不
便
で
あ
る
か
'
現
時

御
勅
使
川
北
岸
の
衆
蕗
の
飽
樺
､
大
嵐
､
須
棒
の
鬼
嚢

は
pJ
の
為
､
対
岸
の
源
小
撃
枚

へ
行
け
ず
や
む
夜
-
敬

席
す
る
の
で
あ
る
｡

武
減
の
園
は
近
世
は
架
梅
迫
に
属
し
て
居
た
が
､
奈

良
朝
時
代
に
は
尭
山
道
の
附
属
で
あ
っ
た
､
乙
の
故
官

位
は
上
野
の
開
府
か
ら
武
減
の
囲
府
に
至
わ
又
同
じ
経

路
を
も
ど
っ
て
下
野
は
到
っ
た
｡
乙
の
原
因
は
主
と
し

て
.
武
蔵
附
近
ほ
春
す
る
､
中
津
'
相
模
､
境
､
多
摩

荒
'
刺
状
'
渡
良
瀬
等
の
譜
川
の
下
流
を
n
け
ね
も
の

と
考

へ
ら
れ
る
｡
日
本
式
食
が
海
上
に
出
ら
れ
た
乙
と

妨
二
批

言

出

五
六

も
､
東
京
轡
が
も
つ
と
頗
大
で
あ
っ
た
こ
と
と
か
p
土

地
が
卑
韻
で
あ
っ
た
馬
も
あ
ら
う
が
､
河
川
の
存
在
も

1
理
由
で
あ
ら
う
｡

乙
の
故
'
中
火
政
府
が
､
大
和
'
奈
良
'
素
都
に
あ

っ
カ
時
代
は
甲
斐

へ
の
入
口
は
主
と
し
て
'
富
士
山
麓

を
利
用
し
た
交
通
路
で
､
八
代
地
方
が
第

山
に
開
拓
せ

ら
れ
ね
革
質
と
合
せ
て
極
め
て
自
然
q
rJ
と

㌧
瓜
は
れ

る

○利
名
抄
=
櫛
准
こ
八
代
都
､
上
廿
五
日
､
下
十
三
日
､
中
略
'骨
侠
巡

行
駿
河
幽
叫
遊
脚
入
､
延
審
式
仰
レ
伐
加
曽
(
礁
奴
?
)
川
口
､
水
市

雁
二本
州
一二
牒
丁
到
二幽
術
'
今
之
鎌
倉
術
進
也
､
些
且
肘
申
(
三
島
)

山〓
O

乙

の
外
の
種
々
あ
る
例
腎
は
制
愛
す
る
｡

窮

一
期
交
通
路

上
古
湖
水
磯
春
時
代
は
史
を
･C,､
現
在
で
も
橋
や
波

船
が
な

い
と
し
ね
ら
､
東
部

へ
の
交
通
は
非
常
を
国
難

で
あ
る
｡
南
方
も
早
川
､富
士
川
の
添
谷
と
､
山
岳
は
よ

っ
て
鼎
皆
の
国
難
が
件
ふ
｡
や
ゝ
安
易
と
皿
は
れ
る
の

が
北
方
の
交
通
路
で
あ
る
.
河
川
は
あ
る
が
水
量
も
少

い
｡
こ
れ
故
古
代
の
諏
訪
口
と
の
交
通
が
最
も
感
で
あ

.
=
._I.-_1
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つ
な
事
は
､
出
雲
系
統
の
別
歓
が
柁
封
多
数
で
あ
る
rJ

と
が
宥
別
し
て
ゐ
る
｡
現
'
御
勅
使
川
流
路
の
北
部
は

穂
島
堰
は
平
行
し
カ
羽
根
基
地
の
頚
部
の
交
通
路
で
､

扇
何
は
乱
流
と
､
草
木
の
繁
茂
に
ま
か
せ
て
'
聾
排
出

の
免
除
79
あ
わ
､
外
敵
袈
撃
の
楯
も
あ
っ
た
故
使
用
さ

れ
ま
い
｡
叉
荘
園
時
代
の
納
税
所
で
あ
る
狩
宿
も
乙
の

姦
地
上
に
あ
る
乙
と
も
t
rJ
の
交
通
路
使
用
の

一
驚
と

な
る
○

東
海
道
を
始
め
誰
々
の
交
通
路
が
最
初
は
高
所
か
ら

漸
次
下
降
し
カ
乙
と
は
軍
は
れ
な

い
革
質
で
あ
る
｡
箱

根
か
ら
熱
海
は
至
る
荷
造
は
現
在
も
敢
高
部
の
卒
頂
を

利
用
し
て
ゐ
る

一
例
で
あ
る
｡

北
方
か
ら
替
地
に
凍
る
交
通
路
は
御
娘
轟
地
よ
わ
和

動
位
川
は
平
行
し
て
過
少
､
駒
場
の
前
で
､
水
量
の
多
い

時
は
よ
り
上
流
で
､
水
の
少

い
時
は
よ
カ
下
流
で
適
宜

渡
渉
r
uれ
'
其
他
､
種
々
の
闘
係
で
担
吏
さ
れ
た
で
ぁ

ら
う
｡
か
ゝ
る
迂
遠
の
道
は
と
息
は
れ
る
で
あ
ら
う
が

現
在
の
如
き
糖
水
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
辞
で
な
-
'
確

資
性
の
あ
る
箇
所
を
選
ん
で
置
か
ぬ
ば
意
外
の
行
違
を

御
勅
使
川
扇
状
地
及
北
ハ
の
妃
傍
の
詑
路

生
ず
る
0
乙
の
例
は
蔓
滞
米
部
の
扇
状
地

(新
城
五
甫
'

園
幅
馨
昭
C

の
項
部
に
み
ら
れ
る
｡
又
甲
州
荷
造
の
騨

格
で
あ
っ
允
上
野
原
､
菅
野
'
輿
漸
'
小
原
の
架
静
は

町
の
両
袖

に
放
て
､
流
路
を
横
切
る
為
に
､
道
路
は
町

と
直
角
的

ほ
川
の
上
流
の
方

へ
曲
.少
､
谷
を
横
断
す
る

に
ょ
-,h容
易
の
迂
姐
絡
む
と
つ
ね
｡

か
-
七
､
駒
場
よ
-
､
長
峯
の
卒
頂
峯
を
迫
つ
三
向

･-ナ
チ

尾
'
平
林
､
高
下
'
柳
川
'
切
石
'
薬

袋

に
至
-
身
延

方
面

へ
通
じ
た
と
み
ら
れ
る
O
乙
の
道
路
は
聾
者
も
歩

行
し
て
み
ね
が
'
極
め
て
平
易
で
'
夏
期
の
日
中
等
平

地
に
優
る
乙
と
数
等
で
あ
る
｡
地
方
人
は
信
玄
の
か
-

し
混
叉
は
信
州
術
道
と
栴
し
て
ゐ
る
｡
又
こ
れ
と
附
随

し
て
早
川
の
淡
谷
を
利
用
し
て
.
蕊
安

へ
出
力
79
の
79

朝
営
あ
っ
允
と
考

へ
ら
れ
る
｡
そ
し
て
乙
の
基
地
面
か

ら
早
川
の
渓
谷

へ
通
ず
る
数
修
の
LE
温
も
､
利
用
さ
れ

光
で
あ
ら
う
｡

鎌
倉
時
代
は
鎌
倉
と
の
交
通
が
頻
繁
に
な
さ
れ
た
rJ

と
は
'
大
磯
の
虎
の
生
地
が
安
逸
で
あ
わ
'
御
所
の
五

郎
丸
の
基
所
が
'
野
牛
島
に
有
-
'

一
憶
忠
相
の
史
賓

7
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地

球

節

二

十
七
番

工
藤
軸
距
の
閑
地
等
ほ
よ
っ
て
も
､
想
像
出
来
る
｡
叉

前
山
間
交
通
路
が
利
用
さ
れ
た
rJ
と
は
､羽
根
の
素
地
､

放
棄
村
､
奈
良
附
､
平
林
村
等
が
､
大
草
郷
､
鷹
津
名

郷
と
し
て
'
工

藤軸
組
の
知
行
で
同

一
支
配
下
に
あ
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
立
礎
n
れ
る
｡

第
二
次
交
通
路

湖
水
問
題
は
乙
＼
で
は
梱
れ
な

い
rJ
と
J
す
る
が
p

窮
二
次
交
通
路
と
略

々
一
致
し
た
､
市
ノ
瀬

毒
の
側
耐

の
道
を
地
方
人
は
触
道
と
呼
止
で
居
る
｡

鬼
鳥
.
小
宴
､
最
勝
寺
､
醐
月
(
川
渡
?
)､飯
卒
を
経

て
'
駒
場
に
至
も
第

1
次
の
も
の
と
合
致
す
る
｡

妨
三
次
交
通
路

土
地
隆
起
と
､
土
木
工
事
の
磯
達
に
ょ
つ

て潮
も
千

水
L
t
河
の
氾
濫
79
少
-
な
つ
光
江
月
時
代

の初
期
'

即
ち
慶
長
六
年
､
角
倉
輿
市
の
富
士
川
淡
味
工
事
と
､

切
通
し
の
開
通
に
よ
っ
で
'
水
陸
共
に
開
通
し
､
富
士

川
口
の
交
通
債
倍
は
増
大
し
､
本
地
方
の
み
で
在
-
､

叩
要
の
主
要
交
通
路
と
な
っ
た
｡

敢
初
の
舟
の
航
行
は
難
し
か
っ
た
故
'
舟
人
は
備
前

節
二
雑

書

ハ

光

八

開
秋
山
の
滴

造
外
凹
人
､

其
他
阿
武
隈
川
の
舟
人
が
米

で
､
数

へ
カ
も
の
だ
と

い
ふ
.
舟
は
長
ru七
間
中
､
横

七
八
､
裸
誤
三
尺
､
舟
底
は
卒
で
､
薄
収
を
用
い
た
.

か
-
せ
ぬ
ば
石
に
潜
っ
て
底
が
'
-
だ
け
る
為
で
あ
る

と
い
ふ
｡
高
瀬
舟
と
同
じ
亜
夜
も
の
と
皿
は
れ
る
.
其

後
月
等
年
間
笛
原
の
切
迫
の
新
道
を
開
き
､
享
保
の
噴

飯
宮
村
古
屋
浦
次
着
肺
門
が
p
難
所
の
浅
瀬
を
濯
払
､

一
層
よ
い
交
通
路
と
な
つ
力
｡

乙
の
舟
運
が
不
振
の
後
､
舟
人
は
鴨
練
江

へ
揖
株
に

い
つ
カ
J
J
い
ふ
o

鰍
樺
.
黒
樺
'
青
柳
'
剃
樺
の
交
通
衆
落
と
し
て
急

激
の
聴
連
を
な
し
た
の
は
之
以
後
で
あ
る
｡

甲
州
街
道
の
開
通
も
,J
の
皆
時
と
皿
は
れ
る
｡
韮
崎

は
慶
長
年
間
､
片
山
結
き
の
河
原
郵
相
と
､
舟
山
の
商

に
あ
っ
た
高
下
-
の
二
相
が
､
下
降
し

て韮
崎
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
が
､
甲
州
街
道
の
交
通
祭
蕗
で
'
普
地

方
の
第
四
次
の
交
通
路
の
磯
連
の
接
各
期
と
な
-
､
助

長
n
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

か
-
し
て
鰍
樺
､
黒
浬
､
帝
柳
は
､
甲
州
の
河
港
と

‥
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夜
か
､
河
津
ほ
は
次
の
三
倉
庫
が
建
て
ら
れ
た
｡

文
化
十
一
咋
十
一
月
の
状
態

1
.
的
粍
米
倉

;-
仰
役
所
支
配
下
請
村
の
賓
米
を
班
-

0

父
信
州
純
訪
伽
､
松
平
榊

の
米
も
こ
ゝ
よ

り
誹
注
す
｡

一

橋
家

の
米
観
跡
も
こ
ゝ
に
有
り
｡

二
､
舘
柵
米
倉
(
光
永
十
五
年
始
め
て
雄

つ
)

11ー
川
役
仲
立
配
緒
村

の
式
米
を
田
-
0

満
水
家

の
米
城
跡
有
り
〇

三
'
駁
州滞
米
舟

石
和
役
併
支
配
謝
村

の
買
米
を
鮮
-
0

目
安
毅

の
米
倉
あ
り
｡

希
船
甘
地
(
船
首
を
朋
.;桧
と
す
)
叶
に
南
川
村
に
二
扱
布
リ
､
こ
の
叶

=八
卦
が
多
数
あ
っ

て

盛
時
に
は
八
甘
地
も
上
下
し
た
と
い
ふ
｡

甲
府
盆
地
及
諏
訪
盆
地
の
巽
東
は
全
部
乙
の
三
倉
庫

に
貯

へ
､
三
十
二
倍
を

一
般
に
積
ん
で
岩
淵
に
下
航
し

力
｡
単
離
は
三
四
時
間
で
者
5'
カ
と
い
ふ
か
ら
､
米
積
舟

で
7P
そ
の
借
は
要
し
在
か
っ
た
で
あ
ら
う
｡
約
十
時
間

の
行
僻
と
7P
い
は
れ
る
｡
岩
淵
は
富
士
川
の
堆
積
士
の

承
､
港
に
は
不
通
常
で
あ
っ
た
｡
岩
淵
よ
-
蒲
原
ま
で

陸
路
p蒲
原
よ
-
満
水

へ
小
廻
し
し
て
､満
水
港
か
ら
江

御
肋
伐
川
扇
状
地
及
端
の
況
傍

の
米
終

声
､
洩
革
の
戴
前

へ
大
廻
し
､
し
瀬
も
の
で
あ
る
｡

か

-
轍
喋
は

一
躍
し
て
p
甲
州
の
横
鴎
と
在
っ
た
の
で
あ

る
｡
即
ち
横
潟
と
岡
城
､
輸
出
の
方
が
主
で
あ
っ
た
'

下
り
荷
は
前
述
の
米
や
人
で
あ
る
が
'
上
身
舟
は
'
急

流
で
あ
る
か
ら
難
航
で
'

一
舟
に
三
四
人
の
船
頭
が
必

要
で
'

<t
人
が
舟
上
で
韓
竿
を
と
か
他
の
二
三
人
は
'

陸
で
引
い
て
行
-
の
で
あ
る
｡
乙
の
盛
'
四
日
の
行
程

と
な
る
｡
上
-
荷
は
多
-
は
鰻
､
て
ん
ぐ
さ
が
積
ま
れ

た
○陸

路
は
河
内
(南
宜
塵
郡
)
の
馬
が
北
上
し
わ
-
小
梅

(
と
う
わ
っ
乙
)
が
南
下
し
た
-
し

た
｡

無
粋
の
北
は
陸
路
馬
に
ょ
っ
て
'
運
搬
せ
ら
れ
た
｡

程
を
-
'
鰍
喋
p
韮
崎
間
の
轟
短
距
離
で
あ
る
O
現
駿

信
徒
選
と
略
々
一
致
す
る
菌
程
遠
が
磯
生
し
た
0

第
相
次
交
通
路

乙
の
交
通
路
は
平
地
に
あ
る
故
､
担
動
も
甚
L
か
つ

允
と
皿
は
れ
る
乙
と
は
'
栄
藤
の
移
動
に
ょ
つ
て
も
明

で
あ
る
｡
第
三
次
及
第
凹
次
の
行
通
路
は
､
蛾
造
自
動

車
の
開
通
を
み
る
ま
で
は
主
要
を
も
の
で
'
乙
の
期
間

.HJL七
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地

球

節
二
十
七
怨

の
伸
長
は
東
部
､
甲
雁
'
市
川
大
川
等
の
接
触
が
大
と

な
っ
た
rJ
と
で
あ
る
｡
月
m
術
道
7P
rJ
の
時
代
に
磯
生

し
た
｡
即
ち
土
木
工
部
の
磯
連
と
民
政
に
留
意
し
光
こ

と
が
親
は
れ
る
｡

現
代
の
駿
信
社
鐙
は
'
明
治
初
年
､
甲
斐
の
大
改
革

数
行
つ
LJ
､
欧
化
心
酔
の
藤
村
牒
令
の
改
造
に
な
る
も

の
で
､
敢
短
距
離
の
寓
線

コ
ー
ス
で
あ
る
｡
歩
行
鰭
脇

か
ら
任
れ
死
金
の
手
の
道
路

は
無
為
を
直
線
と
な
-
棉

樺
を
路
樹
と
し
た
｡
こ
の
点
'
今
迄
の
定
則
で
あ
っ
光

高
地
か
ら
低
地

へ
漸
下
し
て
居
た
交
通
路
は
週
に
､
低

地
か
ら
幾
分
上
昇
し
た
も
の
が
多

い
｡
五
明
､
大
井
'

豊
に
は
乙
の
名
残
の
忘
れ
ら
れ
カ
進
路
が
遺
称
す
る
｡

軸
部
醐
配
の
門
前
を
通
わ
町
屋
か
ら
枇
杷
ケ
池
か
ら
北

上
し
カ
7P
の
が
､
今
翻
､
野
良
道
と
し
て
'
頻
っ
て
ゐ

る
○箪

四
期
の
交
通
路
の
教
生
の
時
代
は
､
喋
革
新
的
が

畢
永
､
正
徳
の
頃
分
離
L
t
文
化
十

一
年
に
は
道
路
に

近
-
三
四
軒
あ
っ
ね
と

5,
ふ
か
ら
､
徳
川
時
代
の
中
期

と
息
は
れ
る
0

節
こ
雛

三

八

六

〇

線
状
栄
蕗
の
大
部
分
は
乙
の
荘
遅
筋
で
あ
る
｡

二
十
五
六
年
前
ま
で
は
馬
は
舶
常
に
乙
の
痕

跡
を
上

下
し
､
馬
方
茶
屋
の
凝
蓮
が
朋
常
み
ら
れ
た
｡
各
繁
蕗

■
●
t
●

は
馬
糞
大
益
と

い
は
れ
る
人
が
あ
る
が
'
馬
糞
を
拾
っ

て肥
料
ほ
し
､
馬
の
革
靴
を
以
ろ
つ
て
壁
の
つ
ね
に
し

たと
か
い
は
れ
で
居
て
､
如
何
に
馬
の
通
行
が
大
で
あ

っ
た
か
知
ら
れ
る
｡
潜
時
の
記
銘
は
､
鰍
榛
は
普
問
窮

一
の
劇
邑
在
-
と
か
､
社
遠
は
人
馬
の
社
凍
織
る
が
如

し
と

5'
は
れ
て
居
る
.

I

乙
の
常
時
の
宿
輝
は
鰍
棒
､
剤
浬
､
韮
崎
で
他
は
倉

の
宿
で
あ
る
｡●

●

■
●

普
地
方
で
美
味
の
表
現
に
､L.
韮

崎
の
四
ヅ
前
で
う
ま

過
ぎ
る
｣

と

い
っ
て
ゐ
る
｡
韮
崎
は
前
述
の
如
-
'
二

交
通
路
の

交
鮎
で
あ
る
か
ら
､
馬
茶
屋
が
多
-
､
約
八

十
月
の
馬
小
屋
を
僻

へ
カ
宿
が
あ
っ
た
と

い
ふ
｡

塵
は
乙
･J
か
ら
青
柳
.
諏
訪
.感
尻

へ
と

い
っ
た

｢
浪

合

は
堕
尻
だ
｣
と

い
は
れ
'
北
境
と
南
盤
の
骨
各
期
で

あ
る
｡
又
金
樺
峠
を
越
し
王
向
遠
､
眼
圧t

へ
も
行
っ
た
｡

産
魚
は
短
時
間
の
.運
蓬
の
も
の
で
あ
る
か
ら
､
行
程



の
難
易
よ
-
1
生
産
地
よ
-1
の
匿
棲
最
知
距
離
が
え
ら

ま
れ
駿
州
中
道
を
徒
渉
の
単
相
で
粕
尾
峠
(85
3m
)
､
女

坂
(
1
,lo
om
)､
左
右
口
か
ら
甲
府
(
2
･50m
)
へ
出
た
も
の

で

あ
る

か
ら
普
地
と
生
魚
と
は
練
が
遠
-
'

一
塊
物
か

堕
物
で
な
い
と
伸
々
手
に
入
ら
在
か
つ
カ
｡
運
搬
の
馬

子
は
左
右
口
八
分
'
九

一
色
二
分
で
､
駿
河
轡
か
ら
十

七
時
間
行
轟
で
､
朝
荷
'童
荷
'夜
粥
に
匿
別
さ
れ
た
｡

冬
期
は
生
魚
の
移
入
可
能
で
あ
っ
た
が
'
賭
能
等
の
場

合
の
外
は
生
魚
は
み
ら
れ
な
か
つ
カ
｡

督
地
の
魚
屋
は
こ
れ
故
､
乾
物
屋
か
あ
い
も
の
師
が

自
動
車
の
聴
達
後
､
敬
放
し
た
も
の
で
あ
る
.

渥
産
物
は
.乙
の
外
､
裏
日
本
の
盟
､

い
さ
ば
'
わ
か

め
､
あ
ら
め
等
が
越
後
の
行
商
に
よ
っ
て
版
質
せ
ら
れ

た
｡

第
五
次
交
通
鮮

明
三
十
年
蛾
道
開
通

に
よ
-
､
貨
物
の
運
搬
を
甲

府
､
龍
王
よ
-
す
る
為
に
'
東
部
の
交
通
が
主
と
な
つ

て
L
irS
つ
カ
｡
初
期
は
徒
歩
や
､
馬
車
､
荷
馬
車
に
よ

っ
て
な
さ
れ
､
こ
れ
は
大
正
十
年
頃
ま
で
が

1
情
調
で

あ

る｡
乙
の
頃
ま
で
は
惰
性
と
し
て
信
州
万
両
は
徒
歩

で
韮
崎
輝
に
行

き
乗
車
し
た
｡
大
正
五
年
頃

よ
-
菱

麓

の
好
嘉
乗
は
刺

戟
せ
ら
れ

て､
倉
庫
町
p
甲
府
間
の

自

動
車
の
開
磯
に
紬
を
凝
し
て
'
現
在
は
自
動
車
が
全
盛

の
涙

態
で
あ
る
O
次
で
､
昭
和
五
年
電
束
銭
道
も
通
じ

交
通
に

一
大
鼻
化
を
来
し
て
屠
る
｡

即
ち
第
五
次
は
､

一
､
馬
車
'
荷
馬
車
､
徒
歩
に
ょ

る
東
方
交
通
時
代
と
､
二
､
自
動
車
､
電
車
､
白
幡
車

利
用
の
東
方
交
通
時
の
二
期
に
分
れ
る
｡

乙
の
時
代
の
特
長
は
､
北
方
の
交
通
は
有
野
六
科
で

行
止
み
､
殆
ど
省
ら
れ
ず
尊
ら
東
方
の
時
代
で
あ
る
｡

既
成
道
路
の
支
配
は
う
け
て
居
る
が
等
高
線
に
と
ら

は
れ
ず
最
短
距
離
を
求
め
て
屠
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
.

斬
藤
内
閣
の
地
方
の
救
済
時
業
の
道
路
改
修
は
自
動

車
の
輩
蓮
に
拍
車
を
か
け
て
居
る
｡
(

未
完
)

御
肋
侠
川
扇
状
地
及
非
の
近
傍

の
輯
搭

三

九

六

.I


